
◆東海地方　2020年3月　景気判断理由　一部抜粋
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《受注量や販売量の動き》年度末の関係から当月はさほどの変動もなく横ばいが続いていたが、計画見込みや連絡
内容をみていると不安を覚える。【電気機械器具製造業（経営者）】

《周辺企業の様子》主要客の自動車メーカーにおける経費削減の方針は変わらないものの、必要な仕事には投資を
行う傾向にある。今月は、特定の部署では新規の引き合いが若干出ているため、３か月前と比べて景気がやや良く
なっている。【人材派遣会社（営業担当）】

《求人数の動き》企業からの求人申込みが減少傾向にあり、新規求人数は前年に比して大きく減少している。有効
求人倍率も、高水準で推移しているものの下降傾向がみられる。【職業安定所（次長）】

《受注価格や販売価格の動き》３か月前と比べて荷物量が下降しており、景気が変わらず悪い。年間１番の繁忙期
である３月がさほど上向いていない状況で、前年比でも下回っている状況であるため、景気は悪いままと判断す
る。【輸送業（エリア担当）】

判断の理由、追加説明及び具体的状況の説明、回答者属性

《販売量の動き》新型コロナウイルスの影響から、ラーメン、米飯やパスタなど保存が利く食料品を中心に売上が
上がり、前年比105％に伸長している。【スーパー（商品開発担当）】

《販売量の動き》少し悪い状態が継続している。もう少し新型コロナウイルスの影響で悪くなると見込んでいた
が、今はまだそこまで悪くはない。【乗用車販売店（従業員）】

《販売量の動き》新型コロナウイルスの影響で卒業式の花や生け花教室などもキャンセルが多く、販売量は確実に
10～20％落ちている。お彼岸の花も売行きは低調だった。【一般小売店［生花］（経営者）】

今後の新型コロナウイルスの感染状況によるが、ワクチン開発等の対応が遅くなればなるほど、サービス業及び関
連する業種への影響は更に大きくなり、悪化する可能性がある。【職業安定所（職員）】

先行きに対する判断理由、回答者属性

東京オリンピックは延期になったが、新型コロナウイルスの影響は収束していくと考えたい。【コンビニ（エリア
担当）】

新型コロナウイルスの影響が大きく、見通しが立たないため景気が悪くなる。【美容室（経営者）】

新型コロナウイルスの救いは、いつかは終息することである。終息すれば反動で景気は好転する。東京オリンピッ
ク延期はショックであったが、イベント前をもう１年味わえることは実は経済効果もある。【化学工業（総務秘
書）】

春以降の状況は読みづらいが、落ち込む方向にいくことだけは間違いないように見込まれる。仕入先は、かなり荷
動きが悪いとこぼしている。【金属製品製造業（従業員）】

４月前半に関しては今月と同様に90％以上の予約のキャンセルが出ているが、後半はまだ30％ほど予約が入ってい
る。新型コロナウイルスの感染状況次第になるが、５月前半までこのような状況が見込まれる。【人材派遣会社
（社員）】

今後の見通しが全くつかない。野球や相撲等のスポーツ観戦も無観客試合になるのか、客が戻ってくるのか判断が
できず、新型コロナウイルスの影響がまだ出ると考える。【タクシー運転手】

４月以降は例年同様に晴天の日が多くなるとの予報なので、本来なら売上は前年同期100％以上で推移することを
期待したいが、新型コロナウイルス問題が続き電車利用が減少する間の景気は、今月同様に厳しい状況が継続し、
売上に悪影響があるとみている。【不動産業（経営者）】

新型コロナウイルスの影響がどの程度継続するのかが見通せないため、状況を判断することが困難である。【職業
安定所（次長）】
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